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公印省略 

 

                                                         ７農林試第2592号 

令和７年12月19日 

 

各関係機関団体の長 
 
各 病 害 虫 防 除 員 
 

福岡県農林業総合試験場長 

（福岡県病害虫防除所） 

 

 

令和７年度病害虫発生予報第 10 号（1 月）について 

 

このことについて、病害虫発生予報第10号を発表したので送付します。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

施設栽培におけるコナジラミ類の防除を徹底しましょう 

  

12 月までの予察調査では、施設野菜の多くのほ場で、コナジラミ類の発生が確認され、一部で多

発がみられました。本虫はすす病を引き起こし、トマト黄化葉巻病、ウリ類退緑黄化病などのウイ

ルス病を媒介します。また、気温の上昇とともに急増し、防除が追い付かなくなることが多いため、

冬季に本虫の密度をできるだけ低くして、春季の多発を防止しましょう。現在、発生が少ないほ場

でも防除を徹底して行いましょう。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タバココナジラミ     トマト黄化葉巻病      キュウリ退緑黄化病 

殿 

予報第10号 

成虫 卵 
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1 月における主な病害虫の発生動向は、次のように予想されます。 

作物名 病害虫名 

現 況 
（発生量） 

1 月の発生予報 
（発生量） 

平年比 平年比 前年比 

イチゴ 灰色かび病 

うどんこ病 

ハダニ類 

並 
並 

やや少 

並 
並 
並 

並 
並 

やや多 

冬春トマト すすかび病 

コナジラミ類 
並3) 
並3) 

―3) 

―3) 

並 

やや多 

冬春ナス 灰色かび病 
すすかび病 

ミナミキイロアザミウマ 

並 

やや少 

並 

並 

並 

並 

並 

並 

並 

冬レタス４） 灰色かび病 
菌核病 

並 
並 

並 

並 

並 

並 

冬キャベツ 黒腐病 
菌核病 
コナガ 

やや少 

やや少 
並 

並 

やや少 

並 

並 

並 

やや多 

注 1） 予報の発生量は平年（福岡県の過去 10 年間）及び参考として前年との比較で、 
「少、やや少、並、やや多、多」の５段階で示しています。 

注 2） 予報の根拠には、巡回調査、防除員の調査、予察灯・トラップでの誘殺状況調査等に基づく発生状
況、気象予報からみた病害虫の発生条件を必要に応じて記載しています。 
それぞれの条件は、少発生（－）、やや少発生（－～±）、並発生（±）、やや多発生（±～＋）、
多発生（＋）として示し、＋－を総合的に判断して発生量を予想しています。 

注 3）冬春トマトについては 2022 年度からの調査で平年値が無いため、前年比を記載しています。 
注 4）冬レタスについては 2020 年度まで玉レタス、2021 年度以降リーフレタスを調査。平年値は両方を 

合わせた 10 年間の平均としています。 

 

＜予想される向こう１か月の天候（令和７年12月20日～令和８年1月19日）＞ 

向こう１か月の気温は、寒気の影響を受けにくいため高く、特に期間の前半はかなり高くなるでしょ

う。向こう１か月の降水量は、ほぼ平年並ですが、期間の前半は降水量の少ない状態が続く見込みです。 

 

向こう１か月の気温・降水量・日照時間（数値は予想される出現確率） 

九州北部地方 平均気温 降水量 日照時間 

九州北部地方 
低20 並30 高50％ 

高い見込み 

少30 並40 多30％ 

ほぼ平年並の見込み 

少40 並30 多30％ 

ほぼ平年並の見込み 

（福岡管区気象台 令和７年12月18日発表１か月予報より抜粋） 
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病害虫防除所のホームページでは、各種病害虫の発生状況を随時更新しています。 
発生状況の把握や防除の参考にご活用下さい。 

 
○福岡県病害虫防除所のホームページへのアクセス 
 URL: https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/fukuoka-bouzyosyo.html  
または右QRコード① 

 
○X（旧Twitter）で定期情報や注意報等発出のお知らせをしています。        
X の本アカウント（福岡県農作物病害虫情報）へのアクセス 
URL：https://x.com/PPDPO_Fukuoka または右 QR コード② 

 
 

【野菜：イチゴ】 

１ 灰色かび病 

（１）予報の内容 

 発生量：平年・前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年並であった

（±）｡ 

  発病果率 0％（平年 0.03％、前年 0.03％） 

  発生ほ場率 0％（平年 7.3％、前年 7.1％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、並発生の条件となっ

ている（±）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 発病果、発病葉は見つけ次第速やかに除去し、ほ場外へ持ち出し処分する。 

イ 収穫後の花梗枝は、放置すると感染源となりやすいので、早めに取り除く。 

ウ 適切にハウス内の換気を行い、湿度の低下を図る。 

エ 不要な下葉は早めに除去する。下葉かぎ後に防除を行うと効果的で、薬液が果実を含む株全

体にかかるように丁寧に散布する。 

オ 病勢が進展すると防除が困難になるので、発生状況に注意し、初期防除を徹底する。 

カ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 

キ 農薬の使用及び散布等にあたっては、最終ページの内容を確認の上、適切に実施する（以下の

病害虫についても同様）。 

 

 

２ うどんこ病 

（１）予報の内容 

発生量：平年・前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年並であった

（±）｡ 

発病株率 0％（平年 0.4％、前年 0％） 

発病果率 0％（平年 0.0％、前年 0％） 

発生ほ場率 0％（平年 4.5％、前年 0％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、並発生の条件と

なっている（±）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 発病果、発病葉は見つけ次第速やかに除去し、ほ場外へ持ち出し処分する。 

イ 収穫後の花梗枝は、放置すると感染源となりやすいので、早めに取り除く。 

ウ 適切にハウス内の換気を行い、湿度の低下を図る。 

エ 不要な下葉は早めに除去する。下葉かぎ後に防除を行うと効果的で、薬液が葉裏にもかかる

②⇒ 
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ように丁寧に散布する。 

オ 病勢が進展すると防除が困難になるので、発生状況に注意し、初期防除を徹底する。 

カ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 

 

３  ハダニ類 

（１）予報の内容 

発生量：平年並・前年よりやや多   

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年よりやや少な

かった（－～±）ものの、増加傾向であり、一部ほ場

で多発した｡ 

寄生株率 3.0％（平年 9.3％、前年 8.6％） 

発生ほ場率 35.7％（平年 41.8％、前年 21.4％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、やや多発生の条件と

なっている（±～＋）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア ほ場内や周辺の雑草は増殖の場となるので、除草を徹底する。除草した雑草や摘葉した葉は

ハウス内に放置せず、ビニル袋等に入れて密封し処分する。 

イ 多発後は防除が困難になるので、発生状況に注意し、初期防除を徹底する。 

ウ 薬剤感受性が低下しやすいので、気門封鎖剤も利用し、異なる系統の薬剤をローテーション

散布する。 

エ ハダニ類に登録のある薬剤の多くは浸透移行性が乏しいため、葉裏に薬液が十分付着するよ

うに丁寧な散布を心がける。防除は摘葉後に行うと効果的である。 

オ ミツバチに影響が少ない薬剤を使用する。 

カ 化学薬剤だけでは防除が困難であるため、天敵を利用した総合的防除を積極的に実施する。 

＜県ホームページ掲載の「令和７年度版病害虫・雑草防除の手引き」-「IPM の推進」- 

「イチゴの IPM マニュアル」参照＞ 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/life/749464_62334252_misc.pdf 

 
【野菜：冬春トマト】 
※2022 年度からの調査のため、平年値無し。 

１ すすかび病 

（１）予報の内容 

発生量：前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は前年並であった

（±）｡ 

 発病葉率 0％（前年 0.2％） 

発生ほ場率 0％（前年 16.7％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、並発生の条件となっ

ている（±）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 発病葉は速やかに除去する。 

イ 多湿にならないように換気に注意するとともに、ほ場の排水対策も心掛ける。 

ウ 病勢が進展すると防除が困難になるので、発生状況に注意し、初期防除を徹底する。 

エ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 
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２ コナジラミ類 

（１）予報の内容 

発生量：前年よりやや多 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は前年並であった

（±）。 

寄生葉率 1.8％（前年 2.5％） 

発生ほ場率 50.0％（前年 50.0％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、やや多発生の条件と

なっている（±～＋）。 

（３）防除上注意すべき事項 
ア コナジラミ類はトマト黄化病及びトマト黄化葉巻病の病原ウイルスを媒介するため、防除を

徹底する。 
イ 多発後は防除が困難になるので、発生状況に注意し、発生初期の防除を徹底する。また、定

期的な薬剤散布を実施する。 
ウ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテーシ

ョン散布する。 
エ ほ場内や周辺の雑草は増殖の場となるので、除草を徹底する。 
オ 施設内への成虫の飛び込みを防止するため、防虫ネットの目合いは 0.4mm 以下にする。 

 

【野菜：冬春ナス】 

１ 灰色かび病 
（１）予報の内容 

発生量：平年・前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年並であった

（±）。 

 発病果率 0％（平年 0.2％、前年 0％） 

発生ほ場率 0％（平年 10.5％、前年 0％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、並発生の条件となっ

ている（±）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 発病果、発病葉は見つけ次第速やかに除去し、ほ場外へ持ち出し処分する。 

イ 不要な枝葉は除去、処分し、通風、採光をよくする。 

ウ 多湿にならないように換気に注意するとともに、ほ場の排水対策も心掛ける。 

エ 病勢が進展すると防除が困難になるので、初期防除を徹底する。 

オ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 

 

２ すすかび病 
（１）予報の内容 

発生量：平年・前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年よりやや少

なかった（－～±）。 

発病葉率 0.9％（平年 3.2 ％、前年 2.7％） 

発生ほ場率 28.6％（平年 40.0％、前年 42.9％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、並発生の条件となっ

ている（±）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 発病葉は見つけ次第速やかに除去し、ほ場外へ持ち出し処分する。 

イ 樹勢が低下すると発病が助長されるため、樹勢が低下しないよう肥培管理に努める。 

ウ 不要な枝葉は除去、処分し、通風、採光をよくする。 

エ 多湿にならないように換気に注意するとともに、ほ場の排水対策も心掛ける。 
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オ 病勢が進展すると防除が困難になるので、初期防除を徹底する。 

カ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 

 

３ ミナミキイロアザミウマ 

（１）予報の内容 

発生量：平年・前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年並であった

（±）。 

寄生葉率 1.1％（平年 3.9％、前年 6.4％） 

発生ほ場率 57.1％（平年 30.0％、前年 28.6％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、やや多発生の条件と

なっている（±～＋）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 多発後は防除が困難になるので、発生状況に注意し、発生初期の防除を徹底する。また、定

期的な薬剤散布を実施する。 

イ 葉裏への寄生が多いので、散布ムラがないように丁寧に薬剤散布する。なお、薬剤感受性の

低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテーション散布する。 

ウ 化学薬剤だけでは防除が困難であるため、天敵を利用した総合防除を積極的に実施する。 

＜県ホームページ掲載の「令和７年度版病害虫・雑草防除の手引き」-「IPM の推進」-「冬春な

す IPM マニュアル」参照＞ 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/bojonotebiki.html 

エ ほ場内や周辺の雑草は増殖の場となるので、除草を徹底する。 

オ 施設内への成虫の飛び込みを防止するため、防虫ネットの目合いは 0.4mm 以下にする。 

 
【野菜：冬レタス】 
１ 灰色かび病 

（１）予報の内容 

発生量：平年・前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年並であった

（±）｡ 

発病株率 0％（平年 0.2％、前年 0％） 

発生ほ場率 0％（平年 6.3％、前年 0％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、並発生の条件となっ

ている（±）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 予防的に地際や葉の基部を主体に薬剤散布を行う。 

イ 発病株は見つけ次第速やかに除去し、ほ場外へ持ち出し処分する。 

ウ トンネル被覆後は、高温多湿にならないようにこまめな換気に努める。 

エ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 
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２ 菌核病 

（１）予報の内容 

発生量：平年・前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年並であった

（－～±）｡ 

発病株率 0％（平年 0.6％、前年 0％） 

発生ほ場率 0％（平年 20.8％、前年 0％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、並発生の条件となっ

ている（±）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア  予防的に地際や葉の基部を主体に薬剤散布を行う。 
イ  発病株は、菌核を作らないうちに土ごと抜き取り、ほ場外へ持ち出し処分する。 

ウ  トンネル被覆後は、高温多湿にならないようにこまめな換気に努める。 

エ  発病株が確認されたほ場は、収穫後に反転耕を行い、５㎝を超える深さに菌核を埋没させ 

る。 

オ  薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 

 

【野菜：冬キャベツ】 
１ 黒腐病 

（１）予報の内容 

発生量：平年・前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年よりやや少

なかった（－～±）｡ 

発病株率 0.4％（平年 1.2％、前年 0.1％） 

発生ほ場率 14.3％（平年 7.1％、前年 14.3％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、並発生の条件となっ

ている（±）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 予防的に地際や葉の基部を主体に薬剤散布を行う。 

イ 発病株は見つけ次第速やかに除去し、ほ場外へ持ち出し処分する。 

ウ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 

 

２ 菌核病 

（１）予報の内容 

発生量：平年よりやや少、前年並 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年よりやや少な

かった（－～±）｡ 

発病株率 0％（平年 0.7％、前年 0.3％） 

発生ほ場率 0％（平年 16.4％、前年 28.6％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、並発生の条件となっ

ている（±）。 

（３）防除上注意すべき事項 
ア 発病株は、菌核を作らないうちに土ごと抜き取り、ほ場外へ持ち出し処分する。 
イ 防除適期の結球開始期には、薬剤が株元にかかるよう丁寧に散布する。また、発生があっ 
た場合は、適宜防除を行う。 

ウ  発病株が確認されたほ場は、収穫後に反転耕を行い、５㎝を超える深さに菌核を埋没させ 
 る。 

  エ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 
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３ コナガ 

（１）予報の内容 

発生量：平年並、前年よりやや多 

（２）予報の根拠 

ア 12 月３半旬調査の結果、発生量は平年並であった

（±）｡ 

寄生株率 0.3％（平年 0.9％、前年 0％） 

発生ほ場率 14.3％（平年 31.0％、前年 0％） 

イ 向こう１か月の気象予報では、やや多発生の条件と

なっている（±～＋）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア  多発時には、結球内部まで食入し、被害が大きくなる。ほ場の発生状況に注意し、発生初期

の防除に努める。 

イ アブラナ科雑草は本虫の発生源となるため、ほ場周辺の除草を徹底する。 

ウ 薬剤感受性の低下を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、異なる系統の薬剤をローテー

ション散布する。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
令和７年度第３回「移動禁止植物等に関する広報強化週間」（令和 7 年 12 月 15 日～19 日） 
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沖縄本島から持ち出せない植物にご注意ください！ 
 

 
現在、沖縄県の一部地域で、うり類などの植物に被害を与えるセグロウリミバエの発生を確認してお

り、まん延防止、早期根絶に向けて、植物防疫法に基づく緊急防除を実施しています。 

セグロウリミバエの沖縄本島（以下、 ｢本島｣という）外への侵入、まん延を防ぐため、以下の植物につ

いては、原則、本島外への持ち出しができません。 

郵便や宅配便などでの発送もできませんので、ご注意ください。 

詳しくは、お近くの植物防疫所までお問い合わせをお願いします。 

移動が制限される植物（例） 

〇 野菜 … うり類（キュウリ、ニガウリ（ゴーヤー）、ヘチマ、モーウイなど）、ピーマン、トウガラシ、 

トマト、サヤインゲン、ペピーノ など       ※ オクラ、レタス、ナスは対象外 

〇 果実 … パッションフルーツ、ドラゴンフルーツ、パパイヤ、スモモ、グァバ（バンジロウ）、 

フトモモ、サポジラ、ノニ など           ※ マンゴー、バナナ、パインアップルは対象外 

この他にも、沖縄県全域を対象とした 

持ち出せない植物（紅イモなど）があります。 

横浜植物防疫所：045-285-7135 名古屋植物防疫所：052-659-1357 

神戸植物防疫所：078-389-5320 門司植物防疫所  ：093-321-2809 

那覇植物防疫事務所：098-868-1679 

お問い合わせ先 

セグロウリミバエ成虫（体長 8～9mm） 

出典：植物防疫所ホームページ 

（農林水産省からのおしらせ） 旅行者の皆さまへ 
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農薬の安全・適正使用、飛散防止対策の徹底を！ 
 

福岡県では、農薬の安全かつ適正な使用及び保管管理、使用現場における周辺への配慮を周知徹底

するとともに、農薬による事故防止を目的として、農薬適正使用の指導を関係機関、団体と一体となって

取り組んでいます｡ 使用者の安全はもちろん、周囲の人畜･隣接作物･河川等への配慮についてもご指

導をお願いします。 

 
１  農薬適正使用の徹底 

     ○適用作物、使用量や濃度、使用時期、総使用回数などが記載されたラベルをよく確認し、 
使用基準を遵守する。 

     ※農薬の種類によっては、登録の内容がメーカーによって異なるので、ラベルをよく確認する。 
  

    ○有効期限切れの農薬は使用せずに、産業廃棄物として処分する。 
  
２  飛散防止対策の徹底 
   ○風の弱い時に散布する。 

○風向、散布方向、散布時間、散布圧などに留意する。 
   ○飛散しにくい農薬（剤型）や飛散が少ないドリフト低減ノズルを使用する。 
     ○散布ほ場周辺の収穫前の作物には十分注意する。 
   ○農薬散布の実施において、周囲の生産者、住民に周知を図る。 
 
３  保護具の着用 

       ○農薬の散布前に、ラベルの注意・警告マ－クをよく確認する。マスク、保護メガネ、ゴム

手袋等を着用し、薬液を作成する。 
 
４ 農薬の散布後は、必ず散布器具を洗浄 

    ○噴霧器、薬液タンク、ホースなどの散布器具を十分に洗浄し、残液はほ場外への流出や環

境や後作に影響を与えないよう配慮して、ほ場内の農作物が植え付けされていない土壌に

まく。 
 
５  防除履歴の記帳 

       ○農薬の散布が終わったら、作物名、ほ場の場所、使用年月日、薬剤名、使用濃度、使用量

等を正確に記帳する。 
 
６  空容器の処分 

      ○空容器は、地域の農業用廃プラスチック適正処理推進協議会が実施する回収や、産業廃棄

物処理業者に委託するなど、適切な処分を行う。また、野焼きは『廃棄物の処理及び清掃

に関する法律（廃掃法）』で禁止されているので、絶対に行わない。 
 


